
令和４年度 北区組織目標 

組織名 北区 部長 北区長 高橋 昌子 

組織の

目的・

方向性 

北区区ビジョンまちづくり計画で区の将来像として掲げた、「自然・
活力・安らぎにあふれるまち－住みたくなるまち 北区－」のもと、「住
みたい」はもちろん「戻ってきたい」「住み続けたい」と思える魅力あ
るまちづくりを進めます。 

北区組織目標 

「自然・活力・安らぎにあふれるまち－住みたくなるまち 北区－」の実現

に向け、豊かな自然の保全と活用、魅力ある農業や地域商業の活性化、子育て

や認知症対策など福祉の充実、地域防災力の向上に取り組みます。 

 また、区ビジョンまちづくり計画の最終年にあたり、新たな北区のまちづく

りについて、地域とともに考えていきます。 

〈重点目標〉 

１ 地域と協働し水辺環境の保全と積極的な活用を推進します。 

２ 葛塚エリア、松浜エリアにおける賑わいづくりを地域の商業団体等と連携

して行います。 

３ 地域の大学や医療機関と連携し、高齢化の進展に伴い増加が予想される認

知症の対策に取組みます。また、地域の中で世代間が交流し、子育てを支え

あう体制づくりに取り組みます。 

４ 新たな避難所運営組織の立ち上げに向けたワークショップの開催と避難

訓練の支援に取組み、地域防災力の強化を図ります。 

※重点目標における指標や取組状況は、各課組織目標をご覧ください。

評価 

取
組
結
果

重点目標の達成状況 目標数 １１ 達成数 １１ 

中高生をはじめとする区民へのアンケート、大学生とのワークショップ、自治

協議会への意見聴取等を通じ、広く区民の声を聴きながら区ビジョンまちづくり

計画を策定することができました。 

１ 松浜、岡方の両地区において、地域コミュニティ協議会、地域活動団体、小

学校と協働し、水辺環境の保全活動に取り組みました。 

２ 露天市場の開設に合わせたイベントの開催、区役所周辺の施設とのと連携し

たイベント開催などにより、地域商業の活性化と賑わいの創出に努めました。 

３ 大学、医療機関と連携し、もの忘れ検診、認知症予防、フレイル予防など高

齢化への対応と早期発見、健康で安心・安全な住みよいまちづくりに取り組む



ことができました。また、子育て支援講座の実施や地域での子育てを地域で支

えあう体制づくりを通して、世代間交流と子育てを支えあう取組みを進めるこ

とができました。 

４ 避難生活運営体制事業によるワークショップ等を通じ、２地区６避難所の
より実効性をもつ運営組織の立ち上げを行うことができました。 

今
後
の
方
向
性

新たに策定された区ビジョンまちづくり計画の北区の将来像や目指す区のすが

たの実現に向けて、本計画について区民への周知を図るとともに、実施計画に従

い、区の将来像に近づけるよう事業に取り組んでいきます。 

１ 活動する地域住民や子どもたちの励みにもなるよう、次年度以降は活動拠点

を加えながら、水辺環境の保全活動を進めていきます。 

２ 商工業分野では、ボランティアが多く参加し、活気あるイベントになるよう、

官民一体となって、新規誘客と賑わい創出が図られるよう、創意工夫した取り

組みを進め、地域商業の活性化につなげていきます。 

３ 健康で暮らせる地域づくり、支え合える地域づくり、子育て支援の環境づく

り等を目指して、健康寿命の延伸、介護予防、認知症対策、子育て支援の充実

に引き続き積極的に取り組みます。 

４ 自治会役員だけでなく、地域の多様なひとたちから参加してもらうことで、

地域で防災活動に取り組むことの意識啓発と機運醸成を引き続き図ります。 

また、コミ協と協力しながら避難所運営体制活かし、今後は立ち上げた地区

が主体的に防災活動を継続していけるような支援に引き続き努めます。 


